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近年、MDCTの 普及が進み CT画 像の体軸方向 (z軸 )へ の分解能が飛躍的に向上し様々

な面で期待されている。 しかし、その反面 MDCTは スキャン時間の高速化、薄いコリメー

ションでの撮影の為、1検出素子あたりの信号量が低下しノイズが多くコン トラス トの低下

を招きやすい。また、従来医療被ばくの問題が取 りざたされているが、MDCTの 普及によ

りその増加が懸念されるところである。本研究は、信号のエッジ部分を強調または保持 し

ながら雑音を抑制する適応型フィルタを独自の設計で試み、CT像 の雑音を抑制 し分解能を

向上させることによつて診断能の向上及び医療被ばく量の低減を目的とする。

本研究で開発した適応型フィルタは 1画素ごとに平滑化フィルタと鮮鋭化フィルタの重

みを変えるのが特徴である。これによつてエッジの大きいところは鮮鋭化フィルタの重み

が大きくなリエッジが保持され、エッジの小さいところは平滑化フィルタの重みが大きく

なりSD値 が改善されるc設計に使用する空間フィルタとして平滑化処理に移動平均フィル

タ、鮮鋭化処理にはラプラシアンフィルタを使用 した。設計上平滑化処理画像と鮮鋭化処

理画像の重みを決める方法が大きなポイン トとなるが、本研究においては Sobdフ ィルタに

よって抽出した微分値を低域通過フィルタの Bute即oHhフ ィルタで処理する方法をとつた。

Buien、oHhフ ィルタは cuto鮮値を境として値を滑らかに減表させることができ、減衰の程度

はorder(n)値を変えることによって調整することができる。以上のフィルタを組み合せて

C言 語を使用しオリジナルの適応型フィルタを作成 した。

作攻 した適応型フィルタを使用して、Buiewottnフィルタのcutoff値とorder値について、

mAs位 を′くラメータとして取得した均一性測定用ファン トムのデータを用いてノイズ低減
の言=低 として sD値 を検討 した。次にラン ドファン トムと胸部検診用ファン トムを低線量で

景争'とt津F像に適応型フィルタで処理を加え、高線量で撮影 した画像との差分画像を構築

と、工 'ラれケ)の評価とノイズ低減部分との視覚評価を行った。
こ
事宅ャ七道ど型フィルタは、cuto付値を変化させることによって低い撮影条件で撮影 した

。=・女
‐
SD i=を馬t 撮ヽ影条件で撮影 した画像の SD値 に近づけることができた。また、低線

毛とてお:争|ャセ持F像の適応型フィルタ処理画像と高線量で撮影 した画像との差分画像を検討
イ := ご utott F貞の設定によるSD値 の変化にかかわらずエッジ部分は保存されてお り、
きT ri i歳,=才 |す る部分の SD値 は明らかに改善された画像を得ることができた。

こ、を二宅て草をした適応型フィルタはエッジ部分を保存 したままその他の部分のノイズを
'″て.革t=を 1功 果があることがわかった。その結果、同一撮影条件の画像では診断能の向上、
|ミ D iⅢr)画像では被ばく線量の低減が期待できると考える。また、BuiewoAhフ ィルタ

を 1ヽ■やせたことによって画像を検査 目的に合わせて微調整することが可能であることも

を主できたc


